


Q１.キンダーホルトで働かれて何年目ですか？
　　21年目です。

Q２.キンダーホルトに就職したキッカケはなんですか？
　　厨房の人手がないと友人に頼まれました。

Q３.楳村さんから見たキンダーホルトの良いところを教えて下さい。
　　アットホームなところ　みんないい人、いい子ばかりです。

Q４.キンダーホルトで働いて良かったなと思うことや印象に残った 
　　出来事を教えて下さい。
　　人に優しく接することが出来るようになった。
　　みんなが食事が「おいしい、美
　　味しかった」との一言で頑張れ
　　ました。
　　毎日が楽しかったです。

Q５.最後に一言お願いします
　　また、ちょくちょくお世話に
　　なりますが今後も宜しくお願
　　いします。楳村 雅子

―長い間、お疲れ様でした。

厨房職員の楳村さんにはインタビューをさせて頂きました

　はじめまして、加藤千代子と申します。
　スポーツ(マラソン、水泳など)が大好きです。
　ホルトのみなさんと一緒にこれからも成長してい
きたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。

（保育士　加藤 千代子）

　ホルトの皆さんの元気と笑顔の源となるご飯作り
に励みます。宜しくお願い致します。

（厨房職員　櫛谷 幸代）

　今年度Aグループの職員として働く
ことになりました。ホルト自体4年ぶり
の復帰になるので分からないことだら
けでご迷惑をお掛けしますが精一杯頑
張ります。

　（児童指導員　武藤 佑太）

左から (楳村さん)  (金田さん)



卒園・卒業おめでとう
　今年のお祝い会は「春の祝
い膳」とリクエストをして、厨
房職員の方に手作りで作っても
らいました。セレモニーとして
は、ピアノの浅井先生から指導を受けている子どもたちの演奏
♪にじいろ・手紙♪の曲で始まり会を盛り上げてくれました。今
年度、たいよう幼稚園を卒園した4人の子どもたちは、キンダー
ホルトから離れ、それぞれ地元の小学校に通うことになりました。
長久手中学を卒業した男の子は、春から第一希望の高校への入
学が決まり、卒業生代表として「高校生になったら、セメント加
工を学び、3年間でホルトにピザ釜を作ろうと思う。」との熱い
思いを語ってくれました。職業訓練校を卒業した女の子は、一
人暮らしの練習をホームAIで行ない、社会人として働きだしまし
た。高校を卒業し家に帰った子は、大学に行く道を選び、それ
ぞれの道を歩きだした子どもたちです。私達職員は応援団とし
て子どもたちを見守っていきたいと思います。

( 前山 )

卒業生の集い
　毎年1月の二週目の日曜日に、卒園生の集いを企画しています。例年、
卒園生同士で声をかけあって来てくれます。私達職員は、誰が来てくれるの
かあれこれ思いながら、食事の準備をするのですが毎年、予想以上の参加
となり嬉しく思います。卒園生達の声の中には、『仕事頑張ってるよ』『結婚
することになった』など色々な近況報告があり、家族をつれてくる子も増え
卒園生の子ども達の成長も毎年楽しみです。卒園生のご主人や奥さんも子
ども達も顔見知りになりこの会にも馴染んできたなぁと最近感じます。始ま
りから終わりまで卒園生が手伝ってくれたり、うちにあったから、作ったから
と差し入れを持ってきてくれるなど本当に温かいものを感じます。
　また、退職した職員にも会いたいという言葉が卒園生からありました。キ
ンダ－ホルトも30年が経過し古い職員もだんだん退職し卒園生にしてみれば
現職よりも小さい頃を知っている職員に、会いたいという声も上がっていま
す。また、若い卒園生の参加もしてほしいと思います。若い卒園生にしてみ
れば先輩卒園生に対してよい思いも嫌な思いもあると思いますがそれぞれ
大人になり分かち合えるきっかけになればと思います。同じホルトで育った縁
を大切に職員との出会いも大切にホルトの輪を広げていきたいと思います。
　来年の卒園生の集いには、若い卒園生と元職員の方の参加をお待ちして
います。

( 田端 )

　今年度は二つ目の地域小規模児童養護施設の開設を記念して「ログ・カメリアの丘」通信を特集として掲載していきたいと思います。

　第1回目の今回はログ・カメリアの丘の主任である肥後 敬より開設までの想いを語って頂きました。

地域小規模児童養護施設「ログ・カメリアの丘」開設にあたって
　平成27年3月、家庭的養護推進計画に伴い、園長より新設する6名の子どもが地域の一軒家にて生活をする地域小規模児童養護施設

への管理者としての異動の話を頂きました。私としてはこの話を受け、自身の成長に繋がるのではないかと思い「物事を自分で考え一つ

のことを完成させる。」という事が今の自分の成長に必要な要素であると感じました。

　新年度に入り第二の地域小規模児童養護施設の開設に向けての準備が始まりました。正直自分自身は右も左もわからず、何からすれば

いいのかさっぱりのスタートでしたが研修会の参加や自身の学習を通じて、まずは「どういう施設にしたいか」ということ、つまりビジョン

が必要であると考えました。

　ビジョンを描くにあたりキンダーホルトの地域小規模児童養護施設の成長と良さを知りたいと思い、すでに尾張旭市にて地域小規模児童

養護施設「フォワイエ」があり、小規模施設のノウハウが施設としてはありましたのでさっそくフォワイエにて働いていた職員、また現在

勤務している職員に話を聞きました。口を揃えて言うのは「枠にとらわれない柔軟な支援ができる。小規模だからできる。」という事です。

食事場面でいうと大量調理ではなくご飯の好みから趣向を変えてみたり、細かく刻んでみたりできる。本体施設の名古屋文化キンダーホ

ルトは、一人ひとりの子どもの成長に必要なことを大切にした支援を心掛けています。本体施設より個別的ケアが実現できるというこの魅

力は大切にしたいと思い、ビジョンの一つとして掲げました。

　もう一つ、強みとして地域小規模児童養護施設の敷地内に年金者の会の方々が活動されているという事、また大家さんが瀬戸市という

地に長く住まわれている方という事です。子どもがふと外に足を運べば将棋を教えてくれる大人が居る、ジュースを飲みながら話を聞いて

くれる大人が居ます。暖かく私たちを受け入れてくれる学校もあります。多くの方々と関わることで多様な倫理観が子どもに生まれるので

はないでしょうか。家庭的養護は家庭のような施設づくりをしていくという事で

すが、現代社会において失われつつある、近隣住民の方たちと挨拶をする、叱っ

てもらう、褒めてもらうなど、地域に育ててもらうという事がこの地では出来ます。

　この二点の長所を生かした地域小規模児童養護施設を作り上げていく職員の

選定は、これらを理解してくれる職員であって欲しいと思い、伊藤指導員と中山

保育士に声を掛けたところ二人共、快諾してくれました。新しいことに挑戦する

ことの楽しみを見出そうとしている二人の姿を見て、そしてこの３人で新しく一

つの施設を作る事ができると思うと私自身さらにワクワクしました。

次号へ続く…。
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